※申請書類等について、推薦要領の記載事項若しくは所定の様式を満足しない場合、
　又は、不実、虚偽の記載の事実等があった場合は、審査の対象から除外します。
若手科学者賞　申請書類　確認報告書
○候補者ごとに提出してください。
○推薦する全ての候補者について、以下の事項を確認してください。
○本確認報告書は、申請書類とあわせて提出してください。
〇確認事項に記載の内容を満たしていない箇所があった場合、形式的な確認により審査の対象
から除外します。
推薦機関の責任において、必ず不備が無いかご確認をお願いいたします。
	候補者氏名
	



○候補者の要件等に係る確認事項　　※確認できたものについて、○を選択してください。
	確認箇所
	確認内容
	確認欄

	候補者の要件等
	令和９年４月１日時点で、候補者の年齢は要件（※）を満たしているか。
※原則40歳未満。研究に専念できない期間があった場合、42歳未満。
	　
	
	同一候補者について、２件以上の推薦や、異なる賞・部門への重複推薦をしていないか。
	　
	
	候補者は、研究不正又は研究費不正により競争的研究費制度の応募資格制限中ではないか。
	　
	
	候補者及びその所属機関は、訴訟が係争中であること、警察又は公正取引委員会による取調べを受けていること、不祥事の報道がなされていること等がないか。
	　
	
	候補者に共同開発者、共著者等がいる場合は、候補者が今回の表彰に推薦されることに関して、事前に当該共同開発者、共著者等の了承を得ているか。
	　

※推薦後であっても、候補者及びその所属機関について以上に記載した要件等に抵触しうる事案が発生した場合、速やかに文部科学省まで御連絡ください。
○申請書類に係る確認事項　　※確認できたものについて、○を選択してください。
	確認箇所
	確認内容
	確認欄

	【様式若手1】候補調査書
	

	
	共通
	最新の様式を使用しているか。
※例年、過去の様式を使用しているケースが見受けられます。
　一部の記載項目のみ過去の様式のものとなっている場合も、審査の対象外となります。
	　
	
	
	枚数制限のある項目について、記載を超過していないか。
※例年、WordファイルからPDF化した際に、ページ内に記載が収まらなくなるケースが見受けられます。PDFにした状態で制限枚数以内に収めてください。
	　
	
	
	URLを記載した箇所について、すべて適切なページへリンクするか。
※例年、リンク切れやコピーペーストのミスが見受けられます。	
	　
	
	
	書式設定（文字数、行数、フォント、余白等）を変更していないか。
※例年、制限枚数以内に収めるために、書式設定を変更するケースが見受けられます。
	　
	
	
	記載項目を変更・削除していないか。
※様式に黒字で記載されている項目名等は変更・削除できません。
	　
	
	
	空白の記載欄は無いか。
記載すべき内容がない項目は、「該当なし」と記載しているか。
	　
	
	
	規定の枠内に記載内容が収められているか。
枠からはみ出ている文字や図表・画像等がないか。
	　
	
	
	文字に色を付けたり、ハイライトを付していないか。
	　
	
	
	冒頭の＜作成にあたっての注意事項＞ページを削除したうえでPDF化しているか。
	　
	
	1.業績名
	文字数が28字以内となっているか。
	　
	
	
	業績名に商標、商品名、会社名及び記号（（）「」・、。&）等が入っていないか。
	　
	　
	
	業績名が「候補者・業績一覧表」と一致しているか。
	　
	　
	2.候補者
	ふりがな、氏名、業績がある別の氏名、年齢、所属・役職が「【様式科技共通】候補者・業績一覧表」と一致しているか。
	　
	
	3.研究経歴
	40歳以上の候補者について、「出産、育児、介護等により研究に専念できなかった期間」の記載があるか。
また、その事実が確認できる書類について、添付資料があるか。
	　
	
	4.表彰歴
	研究費等の助成を目的とした表彰について、記載されていないか。
※研究費や、海外等への渡航費用の助成を目的としたものは不可とします。
	　
	
	7.主要業績
	7-1は、A4縦用紙1枚以内に収まっているか。
	　
	
	
	7-2は、A4縦用紙２枚以内に収まっているか。
	　
	
	
	過去に科学技術分野の文部科学大臣表彰へ推薦されたことがある候補者がいる場合、7-3への記載があるか。
	　
	
	
	7-3への記載がある場合、A4縦用紙1枚以内に収まっているか。
	　
	
	8.主要な特許・実用新案、論文等、著書等
	記載項目そのものではない情報が記載されていないか。
※書誌情報等でない情報や説明を括弧書き等で付記することはできません。
	　
	
	
	記載した特許・実用新案は、国内において登録済であるか。
※海外特許や国際特許、出願中の特許等は記載不可。
	　
	
	
	5件以内の記載となっているか。
	　
	
	
	A4縦用紙2枚以内に収められているか。
	　
	
	9.特許・実用新案一覧
	記載した特許・実用新案は、国内において登録済であるか。
※海外特許や国際特許、出願中の特許等は記載不可。
	　
	
	
	(2)で30件以下の件数を記載した場合、(3)に記載した特許・実用新案の数は、(2)で記載した件数と一致しているか。
	　
	
	
	(2)で30件より多い件数を記載した場合、(3)に記載した特許・実用新案の数は30件となっているか。
	　
	
	10.論文等一覧
	(2)で30件以下の件数を記載した場合、(3)に記載した論文等の数は、①②合わせて(2)で記載した件数と一致しているか。
	　
	
	
	(2)で30件より多い件数を記載した場合、(3)に記載した論文等の数は①②合わせて30件となっているか。
	　
	
	11.著書等一覧
	分担執筆された著書等について、「執筆担当項目」が記載されているか。
	　
	
	
	(2)で30件以下の件数を記載した場合、(3)に記載した論文等の数は、①②合わせて(2)で記載した件数と一致しているか。
	　
	
	
	(2)で30件より多い件数を記載した場合、(3)に記載した論文等の数は①②合わせて30件となっているか。
	　
	【様式若手2】
候補者・業績一覧表
	空白の記載欄は無いか。
	　
	
	記載した内容は、「【様式開発1】候補調査書」に記載した内容とすべて一致しているか。
	　
	【様式共通１】
履歴書
	【様式若手1】候補調査書の後に、履歴書が添付されているか。
	　
	【様式共通2】
推薦書
	【様式共通1】履歴書の後に、推薦書が３名分添付されているか。
	　
	住民票・
戸籍抄本
	「業績がある別の氏名」欄に記載がある候補者について、「氏名」欄と「業績がある別の氏名」欄の両方の氏名が確認できる書類を郵送で提出したか。
	　

[bookmark: _Hlk166592655]推薦する候補者について、要件等を全て満たしていることを確認しました。
また、提出する申請書類について、確認事項に記載の内容を全て満たし、正しく記載されていることを確認しました。
確認日：令和８年○月○日
推薦機関担当者　所属・役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _Hlk166592858]氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
